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　五里田遺跡は、長野県佐久市の蛇行する湯川右岸に

立地し、標高は６８１～６８５ｍを測る。警察官宿舎の建設

に伴って１９９７年に発掘調査が実施された。隣接地には

著名な中期弥生集落、北西ノ久保遺跡がある。

　検出された弥生時代の遺構は次のとおりである。

竪穴住居址 ４３軒（弥生中期後半）

円形周溝墓 ４基（弥生後期）

方形周溝墓 １基（弥生後期）

壷棺墓 ２基（弥生後期）

　弥生中期栗林期の竪穴住居２軒からは、２点の鉄剣

が出土した（写真１）。１点は基部を欠損する鉄剣で残

存長１８．２㎝（写真１左上）、布状の繊維が螺旋状に巻き

つけてあった。もう１点は残存長１４．３㎝で先端部を欠

損、基部に２つの目釘穴があった。

　弥生後期の円形周溝墓４基のうち第２号円形周溝墓

（写真２）東西２．６ｍ、南北１．３ｍを測るもので、その

主体部からは僅かな人骨とともに７点の銅釧が出土し

た（写真３）。このうち５点の銅釧について鉛同位体比

法によって産地推定を行ったところ、中国華北産の銅

を用いていることが判明した。

　また、弥生中期後半の竪穴住居１軒からは、５点の

鉄釧が出土している。成分分析の結果、超軟鋼を利用

していることが判明した。

　なお、鉄剣２点と鉄釧は中期の遺構から出土してい

るものの、後期に位置付けられる可能性がある。

引用参考文献　佐久市教育委員会１９９９『第７４集五里田

遺跡』（写真３点も同書より引用した） 

写真２　第２号円形周溝墓（後期）
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Data 　　　　　　　　 

土偶形容器

● 時 代：弥生時代中期中●　時　代：弥生時代中期中葉葉

● 遺 跡：館遺●　遺　跡： 館 遺跡跡
たて

● 所在地：南佐久郡佐久●　所在地：南佐久郡佐久町町

● 大きさ：残存長 約１３●　大きさ：残存長　約１３㎝㎝

● 所 蔵：草間和幸●　所　蔵：草間和幸氏氏

　きりっとつり上がったマユ、耳たぶに

２個の穿孔、頭部に縄文を施した隆帯、

口の周囲にはヒゲ状の沈線。

　弥生時代中期中葉の土偶形容器は、佐

久地方では西一本柳遺跡の事例（本誌１１

頁で紹介）と、本遺跡の事例の二者が知

られている。

　こうした土偶形容器の内部には、人骨

がみられた事例があることなどから再

葬・洗骨葬などとの関連が指摘されてい

る。

　南佐久郡佐久町館遺跡は、千曲川に合

流する抜井川の標高８３０ｍの段丘上に立

地している。

　遺跡はリンゴ畑にあたっており、その

耕作の際に本資料が出土した。所蔵者の

草間氏によれば、周囲の土を注意深く観

察したが顔より下の部分はみられなかっ

たということである。

品逸古考

土偶形容器

佐久町館遺跡出土土偶形容器（草間和幸氏所蔵）



堤　　隆

Archaeological Journal
●佐 ●久 ●考 ●古 ●通 ●信 

※ 写真はほぼ実物大
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１　紀元前にはじまる開発
　北に浅間山、西南に八ヶ岳を望む佐久盆地に広がる

豊かな水田面（写真１）、その嚆矢ともいえる耕地開拓

を行ったのは、今から２１００年以上の昔紀元前１～２世

紀、弥生時代中期の中部高地において櫛描文・沈線文・

縄文が混在する特有の弥生土器「栗林式土器」をつくっ

た人々であった。

　彼らは、佐久盆地の標高７００ｍ前後の水源に恵まれ

た低地に接する低台地上に集落をかまえて水田開発を

行い、佐久盆地の原野を耕土に変えていった。

　具体例をあげれば、千曲川右岸佐久市岩村田・長土

呂周辺では北西ノ久保遺跡から西一本柳遺跡の一帯、

千曲川左岸佐久市野沢周辺では西裏遺跡群一帯が弥生

時代中期後半において大規模集落を造営したうえで耕

地開発が行われた地域である。

　

２　紀元後の開発
�　平地の開発

　時代が下って紀元前後～紀元３世紀前半、赤い土器

に象徴される箱清水式土器の時代にいたると耕地開発

の動きはさらに活発化する。先の中期後半の耕地開発

重点地域に加え、佐久盆地の開田可能な低地を嘗め尽

くすように集落が拡大する。

　中期が水田を中心とする耕地開発に最も適する地域

をピンポイント的に開発したにとどまったのに対し、

後期は中期の開発地域を足がかりにして開田可能な低

地があればどこでも出向いて開発をしたフロンティア

スピリットに富んだ時代で、この傾向は後期でも後半

部分に顕著である。例えば御代田町の細田・下荒田遺

跡では標高８００ｍを超えるような冷涼の地（佐久地方では

標高７５０ｍを超えると弥生集落が稀薄になる傾向があ

る。また、現代でも冷害を被る限界ラインでもある。）

でも、開田が可能な温度変化の少ない谷地を見つけ出

し、その近くの低台地に４～５軒単位の小規模集落を

営んでいる。こうして、弥生時代後期において現代の

佐久地方の水田耕地の基礎はおおよそこの形作られた

ものと推測される。

�　山間部の開発

　弥生時代後期後半になると佐久地方の山間部への進

出も顕著である。

　佐久地方南部八ヶ岳山麓の北相木村・小海町・川上

村や南牧村などの諸洞穴・岩陰（特に栃原岩陰は有名）

や平原（旧石器時代で著名な馬場平遺跡や細石刃文化

で著名な矢出川遺跡群周辺など）、また、佐久地方北部

の御代田町でも浅間山麓の中腹の山犬穴洞穴などから

点々と後期弥生土器片や磨製石鏃などが発見され、縄

文時代からの伝統を引き継いだ山の幸などの食糧の獲

得を生業にする人々の動きが活発化していたことが想

像される。

　また、小海町天狗岩洞穴では、後期弥生土器片と共

にイモガイの加工品も発見されており、山間部の弥生

遺跡が海産物交易の峠路の中継点としての役割も果た

していたことを暗示した。

　

３　簡単なまとめ
　以上のように弥生時代後期（特に後半）の佐久地方

は、平地、山間部両面にわたり食糧の獲得を目指した。

人々の進出が活発化している。

　こういった意味で弥生時代後期は佐久地方の大開発

時代というに相応しい。

　なお、古墳発生の時期に至ると、不思議なことに図

１に示したような佐久盆地中央部での濃密な遺跡分布

が解消され、薄い遺跡分布を示すようになる。また、

標高１，０００ｍにもおよぶ軽井沢町県遺跡で北陸系土器

を伴う住居が発見されるなど、それまで弥生の未開拓

地域であった地域の開発が行われるようになる。

　弥生集落解体後、人々がいずこへ移動したのかが最

大の関心事であるが、今回は検討の余地がなく今後検

討を行いたい。ちなみに佐久地方は前方後円墳の築造

を見ずに終っている。

　文献は、佐久考古学会１９９０『赤い土器を追う』、御

代田町教育委員会１９９３『細田遺跡』を参照した。 

佐久地方の　　　

　　　大開発時代

小山岳夫

写真１　浅間山より佐久平を臨む
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写真２　細田遺跡弥生集落発掘風景 写真３　細田遺跡の弥生住居

図１　佐久平の弥生遺跡分布（１：３００，０００）
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　後家山・東久保遺跡は佐久平の東端、佐久市瀬戸・

平賀に所在する。遺跡は群馬県境に連なる東部山地の

一つである物見山（標高１，３７５．４ｍ）から東に延びる

山麓が佐久平に飛び出した丘陵先端に位置する。この

丘陵は千曲川の支流である志賀川と滑津川に挟まれた

海抜９００～７００ｍの低丘陵で、浸食が進み東西に延びる

細い尾根と南北には小さな谷地形を形成している。遺

跡はこの尾根上に広がっている。遺跡内の最高標高は

海抜７３６ｍで、水田地帯との標高差は約５１ｍを測る。

今回の調査は佐久総合運動公園建設に伴う埋蔵文化財

の発掘調査である。

　開発対象地内で両遺跡の範囲は、後家山遺跡が西に

のびる主丘陵尾根と小さな谷を挟み南面する山麓斜面

に広がる範囲で、調査面積は２２，０１０㎡である。確認さ

れた主な遺構としては弥生時代中期（栗林期）住居址

２軒、同時代後期（箱清水期）住居址約６８軒、環濠１

本、木棺墓２基、平安時代住居址１軒、古墳（５世紀

後半～６世紀前半）１基、溝状遺構、土坑、塚である。

東久保遺跡は後家山遺跡が立地する同一丘陵のやや奥

まった所に位置し、調査面積は２，２７０㎡である。確認

された遺構は弥生時代後期の住居址３軒、溝状遺構、

掘建柱建物址と終末期の横穴式石室を主体部とする古

墳址や中世の積石墓である。なお、当遺跡の東側隣接

地において東久保遺跡Ⅱが調査されており同じく弥生

時代後期の住居址９軒が調査されており、東久保遺跡

全体では未調査部分の尾根も含めると２０軒近い弥生後

期集落の存在が予想できる。今回は調査成果の内、後

家山遺跡で検出された「弥生中期の集落や環濠」や

「弥生後期の集落」などの調査成果と今後の研究課題

を示すと共に、「螺旋型鉄釧」「曲柄装着平鍬」といっ

た出土遺物についても若干の紹介をしたい。

　なお、記載した内容については今秋刊行される予定

の「遺跡調査報告書」をもって正式とし、数値等の変

更があり得ることをご容赦願いたい。

　まず、「弥生中期の集落」と「環濠」を取り上げたい。

住居址の検出は２軒のみであったが、現況から判断す

ると既に自然地形の傾斜等で削平された住居も存在し

たと考えられる。ただ、未調査部分を含めても５～６

軒程度の集落と考えられる。この集落を囲むように環

濠が検出された。検出状況は東側尾根を切断し北側斜

面を直進し、丘陵先端で尾根を切断するように巡って

いた。平面形は南側部分が調査区域外となるが、検出

部分から推定すると尾根に沿う歪な楕円形を呈すると

考えられる。規模は長軸９２ｍ・短軸が推定で５０ｍを測

る。溝に囲まれた面積は検出部分で１，７５７㎡で、全体

では推定約３，０００㎡を測ると考えられる。溝断面形態

は底面が平坦なＵ字形で壁立ち上がりは緩やかであっ

たが、深さがあるため梯子等を使用しないと上り下り

は不可能であった。溝の規模は最大幅が東側の尾根中

央部で幅３．０５ｍ、深さ１．１６ｍを測る。溝幅は東側と南

側斜面部が比較的広く平均２ｍ以上の幅が確認された。

しかし、深さについては南側斜面部が自然地形の傾斜

による削平か深さ２５～３０㎝という部分も存在した北側

斜面の溝幅は東・南部と比べると狭く１．６～２．１５ｍ、深

さが２９～９０㎝とばらつきがあった。また北側斜面部分

丘陵上に営まれた
  弥生時代中期・後期の集落遺跡
  後家山・東久保遺跡の発掘調査から  

佐久市教育委員会　冨沢一明

写真１　後家山・東久保遺跡を内山峠方面より望む。中央に滑津川、丘陵先端が後家山
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の底面は平坦ではなく、長い楕円形土坑が連続してい

くような状況で、一部掘り残したようなテラス部分が

多く存在した。環濠からの出土遺物は覆土上層から弥

生後期の箱清水式土器が破棄されたような状態で出土

し、環濠中層から底面にかけて弥生中期の栗林式土器

と黒曜石剥片が出土した。また弥生中期栗林式成立前

段階の土器が少量であるが出土した。これら土器群は

群馬県北西部に広がる所謂「神保富士塚式」と酷似す

る物があり、当地域の出土としては希な出土例となっ

た。このように、佐久地域において丘陵上の弥生中期

集落はあまり検出例がなく、また明白な環濠を伴う事

例も初めてである。今回の後家山遺跡の中期集落が湯

川周辺に展開する中期集落とどのような関係にあるの

か、また後家山遺跡の西に広がる沖積地に展開する樋

村遺跡の同時期住居との関係も含め今後の研究課題と

なった。

　次に、後家山遺跡からは丘陵尾根に沿って弥生時代

後期として６８軒の住居址が調査された。また丘陵奥に

所在する東久保遺跡では後期住居址１２軒が調査され、

先にも述べたが地形の状況から２０軒近い集落の存在が

想定できた。よって、後家山には弥生後期の住居が累

計で１００軒近く築かれていた事となる。住居址からの

出土遺物としては弥生後期（箱清水式）などの土器類

を中心に磨石や敲石といった石器類が多く出土した。

特に特筆すべき出土遺物としては弥生後期の竪穴住居

址から翡翠の勾玉や碧玉製管玉・ガラス小玉等の玉類、

鉄鏃を含む鉄製品等がやや大きめの住居址から出土し、

特殊遺物の出土傾向を示唆した。そして、最も注目す

べき事はこれら両遺跡の集落が沖積地水田面から離れ

た所に立地し、特に東久保遺跡は５０ｍもの標高差を持

つ高所に集落を営んでおり、弥生時代集落の分類では

『高地性集落』と呼ばれる可能性が指摘できた。しか

し、今回の集落について、その遺構配置や出土遺物等

の検討をした結果、佐久地域の他の弥生後期集落址と

の差異を明らかにし難く、結論としては佐久平におけ

る弥生時代後期の集落としては普遍的な在処と考えら

れたが、これも今後の検討課題である。

　最後に「螺旋型鉄釧」と「曲柄装着平鍬」について

紹介したい。螺旋型鉄釧は弥生時代後期の所産と考え

られる木棺墓から検出された。遺跡内では２基の木棺

墓が検出されている。この内の１号木棺墓から鉄釧と

ガラス小玉５５点が出土した。木棺墓の形態は長方形で

図１　螺旋型鉄釧実測図

① 幅細 ② 幅広

０ ５㎝

組み合わされた鉄釧
（出土状況再現）
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両側に小穴があり、所謂「小口式の組合わせ木棺墓」

と考えられる。規模は長軸１．９ｍ・短軸８０㎝で東西方向

に長軸を持つ。鉄釧はこの土壙内中央部北よりから発

見された。埋葬頭位はガラス小玉が土壙東側から纏

まって出土していることから、これを胸飾りの一部と

推定すると頭位は東であり、長野県内の多くの出土事

例と同じく鉄釧は右腕の装着が考えられた。形状はほ

ぼ円形を保っており、出土時の観察では８～９本の鉄

輪が確認できた。形態は保存処理の結果、５本一組と

６本一組の螺旋状の鉄釧２つが連結していると判明し

た。法量は図示した１が鉄幅６～８㎜・径４～４．５㎝・

延伸長８８．２㎝で、２は鉄幅１．４㎝・径５～６．３㎝・延伸

長８４．６㎝であった。断面形状は錆の為不明瞭な部分も

あるが三角形で外側に稜を持つ。１と２いずれも端部

はやや細く丸く終わっている。また、釧内の土からは

植物性の繊維で織られた布小片が同時に出土している。

今回の出土資料は、同種異形の鉄釧を同時に使用して

いるという全国唯一の資料で、今後注目される。

　次に「曲柄装着平鍬」は弥生時代後期後半の焼失し

た竪穴式住居址の床面から炭化した状態で出土した。

本址は遺跡内でも規模の大きな家であり、この他にガ

ラス小玉の出土があった。平鍬は住居址の東側の壁際

から表を上にした状態で出土し、全長は４９㎝を測り刃

部先端が一部欠損していたがほぼ完形であった。樹種

はアサダであることが判明している。本製品の出土意

義は、まず第一に住居址から出土したことにより出土

木製品の帰属時期がはっきりと確定できる事。第二に

今回出土の平鍬は東海地方と共通する形態を持ってお

り、その分布域の問題解明の糸口となる事。そして第

三に出土地点が希少な例であるという事である。現在

までの研究成果では弥生時代中期から古墳時代前期初

頭まで農具はその出土事例から水田などの生産域近く

に共同保管し、集落や特定所有者へ移行するのは前方

後円墳が出現する古墳時代前期前半からであると考え

られている。しかし、今回の出土場所は遺跡内でも大

型の竪穴式住居からであり、この農具保管体制の定説

に一石を投じる事になると考えられる。

　以上が弥生時代を中心とした後家山・東久保遺跡の

調査概要である。そして、上述した調査成果にもまし

最も重要な事は、当遺跡が佐久地域において弥生集落

のほぼ全域を発掘調査し得た希少な事例であり、後家

山・東久保遺跡が佐久地域のみならず東日本の弥生時

代集落址研究に資する意義は非常に大きいと考えられる。

　

註１．弥生中期前半の土器については明治大学教授石

川日出志氏にご教示いただいた。

註２．写真・挿図の内、鉄釧関係は「文化財発掘出土

情報２００３．１０」より転載 写真３　「曲柄装着平鍬」出土状況

写真２　「螺旋型鉄釧」保存処理後

０ ５０㎝

図２　１号木棺墓埋葬推定図

●ガラス小玉出土位置
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図３ 後家山・東久保遺跡全体図３　後家山・東久保遺跡全体図図（Ｓ＝１（Ｓ＝１：：４４，，０００）０００）

宮田遺宮田遺跡跡

後家山遺後家山遺跡跡

東久保遺東久保遺跡跡
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１　釧
　佐久地方では、本誌の最初に紹介した五里田遺跡の

ほか、いくつかの遺跡で釧の発見事例がある。

　古い事例では、八幡一郎によって『南佐久郡の考古

学的調査』に掲載された銅釧４点がある（図１）。こ

れは、昭和２年、臼田町大奈良離山の道路改修工事の

際に出土したといわれるが、現在は所在不明である。

　 上  直  路 遺跡は昭和６０年に発掘調査がなされ、南北１０
かみ すぐ じ

ｍ東西７ｍの佐久地方最大級の住居から、弥生後期箱

清水式土器とともに（写真１）銅釧１５点が発見された

（写真２）。

　住居内にはベッド状遺構があり、それに接した推定

１．６ｍ×１．３ｍの土坑内から人骨が検出された。埋葬さ

れた遺体は、右腕に１０点、左腕に５点の銅釧を装着し、

埋葬後火をかける儀式がなされたものと考えられる。

写真１の土器は、棺の上もしくは脇に供えられたもの

らしい。屋内祭祀の１例として、興味深い事例といえ

よう。 

図１　離山遺跡出土銅釧
 　　　　　 （『南佐久郡の考古学的調査』より転載）

佐久地方の

弥生時代希少遺物

図２　上直路での埋葬風景の復元（さかいひろこ画）

写真１　上直路の棺の脇あるいは上に供えられた土器
 　　　　　　 （１９９８『佐久市埋蔵文化財年報６』より）

写真２　上直路の銅釧・人骨の出土状況
 　　　　　　 （１９９８『佐久市埋蔵文化財年報６』より）

銅　

環
（
１｜２
）

田
口
村
離
山
（
堀
内
直
太
郎
）



写真３　土偶形容器（西一本柳遺跡）
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２　土偶形容器
　写真３は、佐久市岩村田の西一本柳遺跡から出土し

た土偶形容器で、弥生時代中期後半に位置付けられる

ものである。現存長さが１２㎝、頭部には３㎝の開口部

があり、頬には赤彩がなされる。

　本誌３頁の佐久町館遺跡の土偶形容器と比較すると

興味深いが、双方とも耳たぶに二か所の穿孔がある点

は共通する。館の事例では、隆帯部に縄文が施される

点、口の周囲が沈線でヒゲ状に囲われる点などが本例

と異なるようである。

　

３　白銅製ペンダント
　写真４は、佐久市 社  宮  司 遺跡から発見された遺物で

しゃ ぐう じ

ある。昭和２７年畑の耕作中に、弥生土器底部破片１、

ヒスイ製勾玉１、碧玉製管玉１０、鉄石英製管玉１５、鉄

斧１、白銅製ペンダント１点が偶然発見された。

　弥生土器は底部のみで中期か後期か時期を決定し難

い。白銅製ペンダントは、朝鮮半島製の多紐細文鏡を

再加工したものである。

　この遺跡は、その後昭和６０年に追調査がなされたが、

関連遺構の発見はなかった。

写真４　社宮寺遺跡出土遺物（伴野稀一郎氏蔵）

♪　編集後記　♪

　佐久考古通信８９号は、弥生特集としました。

　弥生時代の開始年代は近年のＣ１４年代の較正によっ

て５００年ほどさかのぼるといわれています。縄文時代

の開始も３，０００年ほど古くなり、１５，０００年前を超える

年代に換算されて、草創期が氷河時代にすっぽりと

入ってしまうようです。

　これらの年代は、しばしば「実年代」・「暦年代」と

記されますが、これはあくまでＣ１４年代の「較正年代」

なのであって、真の年代とイコールではありません。

そのことを注意深くふまえて使用すべき「数値年代」

がこうした年代なのではないでしょうか。 　 （つつみ）

佐久考古通信　№８９

発行所　　佐　久　考　古　学　会

〒３８９－０２０６ 北佐久郡御代田町大字御代田４１０８－１８８０
小 山 岳 夫 　方
郵便振替　００５７０－９－２８４２

� ０２６７（３２）８６７６

発行者　　藤 沢 平 治

編集者　　堤　 　 隆

印刷所　　ほおずき書籍㈱
佐久考古学会
シンボルマーク

佐久考古　ＨＯＴニュース
■

「弥生稲作論の再検討」をテーマにした中部弥生時代

研究会長野例会が開催されます。弥生稲作論の課題

（安藤弘道氏）、日本列島における稲作の波及と定着

について（中山誠二氏）、木製農具について（楠正勝氏）、

石製農具について（原田幹）などの発表があります。

日時：２００４年７月３日�・４日�

場所：浅間縄文ミュージアム

話題：弥生稲作論の再検討 

■

　浅間縄文ミュージアムでは、企画展「浅間山大焼」

を９月１２日までおこなっています。

　天明三年（１７８３）年の噴火で埋もれた鎌原の出土品

や、渋川市中村遺跡の出土品、当時の噴火絵図、天明

泥流で埋もれた江戸時代の畑から発掘されたサトイモ

の痕跡など貴重な資料が展示されています。

　佐久地方に暮らす私たちを日々みつめる浅間山、そ

の過去の噴火災害の考古学にふれてみませんか。
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　由井茂也さんは、明治３８（１９０５）年１月２３日生まれ。

来る２００５年新春の誕生日をもってめでたく１００歳を迎

えられます。

　由井さんのお仕事の中では、なんといっても、昭和

２８（１９５３）年秋の馬場平遺跡の石槍の調査と、その年

の暮れの矢出川細石器遺跡の発見が、日本考古学史上

に燦然と輝く成果として特筆されます。

　由井さんはこうした日本の考古学の発展とともに、

佐久考古学会会長を長らく努められ、現在は顧問、佐

久地方の考古学の発展にも大きく寄与してこられまし

た。

　由井茂也さんのますますのご健康を会員一同よりお

祈りいたします。 

★　特集　佐久の考古学を支えた人々　★

由井茂也さん１００歳！　おめでとうございます  …………………………………………………………………………１

傑出した地域史研究者　― 与良清先生を想う ―  ………………………………………………………井出正義……２

栃原岩陰遺跡の発見者　― 畏友輿水利雄氏をしのぶ―   ………………………………………………井出正義……３

佐久考古学会設立に尽力　― 竹内恒先生 ―  ……………………………………………………………藤沢平治……４

石の事なら先生に聞け　― 白倉盛男先生のこと ―  ……………………………………………………小山岳夫……５

ベレー帽で発掘調査　― 黒岩忠男先生のこと ―  ………………………………………………………小山岳夫……６

前向きなんて甘い、前のめりに生きろ　― 森嶋稔先生のこと ―  ……………………………………臼田武正……７

「孤掌鳴らし難し 後閉山」　― 武藤金さんの思い出 ―  …………………………………………………林　幸彦……８

地道な研究の積み重ね　― 三石延雄さんのこと ―  ……………………………………………………島田恵子……９

一本気な親   父
ひ

   　― 森泉定勝さんのこと ―  ………………………………………………………………堤　　隆……１０
と

軽トラに機材満載　― 大井今朝太さんのこと ―  ………………………………………………………堤　　隆……１０

バイクで現場にかけつけたビンさん　― 佐藤敏さんの思い出 ―  ……………………………………臼田武正……１１

由井明さんご逝去  ……………………………………………………………………………………………事 務 局……１２

新刊　『氷河期を生抜いた狩人 矢出川遺跡』堤隆著  ……………………………………………………………………１２

２００４．１１．２０．　　No．９０

矢出川遺跡で（１９８０年代初頭、前列中央が由井さん）

馬場平遺跡の調査で（１９５３年、右端が由井さん）

由井茂也さん１００歳！  

 　 おめでとうございます
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　与良清先生は明治４０年に小諸市与良町に生まれた。

蛇掘川を渡って北国脇往還ぞいに旧与良村を中心に、

荒町・相生・本町・大手と続く城下町は小諸の政治・

経済・文化の中心であった。先生は大正９年長野県野

沢中学校に入学したが、父上が病没され、大正１４年３

月に卒業されると、大里尋常高等小学校（現小諸市滝

原）の代用教員となった。

　昭和２年（１９２７）北佐久郡教育会は歴史教育に科学

的手法をとり入れるため、東京帝国大学の八幡一郎氏

を招いて考古学の講話を聞き、その調査研究の臨地指

導をうけて、郷土研究部を作り、その研究部委員の指

導を八幡一郎先生に依頼した。この郷土研究部委員は、

八幡先生の指示計画に従って郡内各所に散在し、散失、

破壊の恐れある遺跡、遺物の調査をくまなく記録して

昭和７年８月完了した。八幡先生がこれに補筆改稿し

て、昭和８年９月、八幡一郎先生の名著「北佐久郡の

考古学的調査」となって出版された。

　その間八幡先生の指導のもと「郷土研究部委員」と

して昭和２年から７年まで、その調査の中心として活

動したのが与良清先生であった。与良先生は八幡先生

の指導をうけて、各方面の講話を聞き、その調査研究

の臨地指導をうけて、先生指導のもとに「郷土研究部

委員会」を結成し、委員は八幡先生の指導計画によっ

て郡内所々に散在し、散失・破壊の恐れある遺跡・遺

物の調査をくまな記録し、委員会で検討して指導をう

け、八幡先生在京の場合は与良清委員が中心になって

活動した。昭和２年から７年まで、５年間郷土研究部

委員の中枢として活動した与良先生にとっては東京帝

国大学考古学教室八幡一郎先生の内地留学生にもまさ

る考古学上の実際経験を積むことができたものと思わ

れる。八幡一郎先生はその著書「北佐久郡の考古的調

査」の序文に「この間（昭和２年以降）郷土研究会委

員諸氏は各方面にわたり、或は下調査に或は再調査に

務めて私を助けられた…」と記されている。昭和２４年

～３１年には与良先生は北佐久郡第二巻歴史編の大作を

独力で執筆しているが、考古編は八幡一郎、仏像等は

倉田文作、建築部は藤島亥郎等諸大家の協力指導をう

けながら独力で執筆し、完成して佐久地方史家の地位

を確立した。

小諸市誌考古篇

　小諸市誌考古篇は、昭和２９年小諸市が誕生し、小諸

市史篇纂会が発足、委員長与良清執筆・写真・分布図

等上原政雄・小渕武一の担当で発足した。

　３４年与良平古墳発掘調査、３６・４０年郷   土
ごう

   地籍縄文時
ど

代遺跡調査、郷   土
ごう

   の鉄平石の敷石住居跡は縄文時代後
ど

期の堀の内式土器の時代であることが確認された。著

者与良清氏から示された小諸市誌考古篇の原稿を一読

した八幡一郎先生は、「行文平易ながら格調高く、事実

を敍して余すところはないが、推断をさけて解釈を後

日に委   ねるという態度に貫かれていることを知った。
ゆだ

……中略…このような質実な本書を篇纂し刊行する小

諸市ならびに市誌編纂委員会に対して敬意を表す所以

である」と書かれている。学書八幡一郎先生が愛弟子

に贈る最高の賛辞であろう。

小諸市誌　歴史篇

　小諸市誌考古篇の出版を完成された与良先生は、す

ぐれた歴史家としての立場から、かねてより小諸市史

の出版を志し、はやくからその史料を集め、篇集の構

想を練ってこられたが、考古篇の出版がすむとすぐに

小諸市誌歴史篇の執筆にとりかかった。当時信濃史学

会の与良先生に対する期待はますます高く、先生は長

野県史刊行会の参与、長野県文化財保護指導委員等を

兼ね多忙をきわめられていたが、昭和５３年１月衆望を

よそに、７１歳で惜しくも他界されてしまった。

　小諸市誌歴史篇は故与良清先生の構想に基づき長原

秀山氏に引き継がれ、図表、写真は小渕武一氏が担当

して通史は古代から小諸地方の武士の興起までを記述

している。

　小諸市誌の歴史部門は長原秀山、小渕武一、上原政

雄氏らによって継承され、考古学部門は愛弟子花岡弘

氏によって継承発展され、文化財の指定保存も進み、

小諸市民の重要な歴史・文化の根本資料となってい

る。 

ありし日の与良清先生

傑出した地域史研究者

― 与良 清先生を想う ―

井出正義
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　利雄さんは穂積小学校６年のとき、校内の青年団設

置の図書館で、古代人の生活を書いた本を読んで、自

家の畑から出土する土器・石器に興味をもった。私よ

り４年の上級生で、体格が大きくスポーツ抜群、下級

生の面倒見もよかったが、父親の方針で中学校進学を

断念して農業に従事した。

　昭和３年（１９１４）当時南佐久郡教育会は東京帝国大

学の新進考古学者八幡一郎先生に依頼して名著「南佐

久郡の考古学的調査」のための現地調査を進めていた。

一日、輿水は付近の畑から集めた土器・石器を直接手

にとって八幡先生から指導をうけた。これが考古学者

輿水利雄の将来をきめる出会となった。

　昭和８年、輿水は現役兵として浜松高射砲隊に入隊、

満州事変・支那事変と引続き召集。その間に父忠一郎

氏が死去し、ノモンハン事件後一時帰国。昭和１５年３

月除隊。１５日入沢の岩松りんさんと結婚。同月２５日ハ

ルピン（新京）に渡って新居を持った。休日にはハル

ピン博物館に通って「青銅器」の研究に熱中した。昭

和１９年８月２３日、妻りんさん肋膜炎のため子供二人を

つれて帰国。

　同年秋、満州人と合同で軍事工場を設立。２０年８月

１５日ハルピンで終戦を迎えた。それから２年間、家族

とは音信普通という苦境の中で引揚者援護に協力し、

輿水さんの助力で無事帰宅できたと多数が感謝してい

る。彼はこうして昭和２２年１０月、リュックサック一つ

を持って、引揚者３００人の隊長として帰国した。そし

て休むまもなく翌２３年には自宅の二階に引揚者婦人の

穂積村営授産所を設置することに奔走した。

※

　昭和２７年１０月、南佐久郡畑八村青年会が同村の認可

協力を得て、現八千穂高原中松井遺跡で八幡一郎先生

の指導のもと、南佐久教育会幹事竹内恒、上小教育会

五十嵐幹雄氏を中心とした南佐久地方初の考古学的発

掘調査に参加し、八幡氏門下生や川上村の由井茂也氏

等を知った。

　翌昭和２８年１１月、明治大学の芹沢長介氏が第１回馬

場平遺跡の発掘調査をすることを知り、由井茂也氏を

訪ねて参加し、芹沢氏を始め、戸沢充則、麻生優等の

諸氏を知り、以後川上村をたびたび訪ねて旧石器に深

い興味を持つようになり、地元の池の平牧場に注目し

た。

　昭和２９年１０月末、輿水利雄は由井、芹沢、戸沢、麻

生の旧石器研究の権威者を池の平牧場（現八千穂高原）

に案内して、番小屋の斜面で片面ポイントを発見した。

これが池の平の旧石器発見の最初である。

　昭和３１年彼は池の平牧場塩くれば付近に黒曜石の散

布地を発見し、後年これを自力で発掘調査することに

なる。

　３６年、努力の事業家輿水利雄は小海線臼田駅前に弱

電気の新工場咲電気合資会社を造り、更に鉄工場２棟

を増設して、従業員５０人の合名会社としている。

※

　昭和４０年、数年前に、北相木村栃原岩陰で縄文早期

押形文土器を発見した輿水は、職業関係の知人新村薫

を誘って、同岩陰の表面調査をして遂に待望の人骨を

発見した。１１月２３日、輿水はこれを信大医学部第２解

剖学教室の鈴木誠教授に連絡した。これが栃原岩陰遺

跡、縄文早期北相木人の発見となったのである。

　昭和４１年輿水は忙しい日程の中を、竹内恒の主宰す

る佐久考古学会の発掘調査にもよく出ていた。８月突

然五十嵐氏を訪ねた輿水氏は、「栃原岩陰で人骨を発

栃原で娘さんと輿水さん

栃原岩陰遺跡の発見者

― 畏友輿水利雄氏をしのぶ ―

井出正義
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見して竹内氏に話したが、はっきりした方針をきけな

かったので信大医学部の鈴木誠氏に報告したら、氏は

すぐ信州ローム研究会に発掘調査計画を立てさせた。

輿水がこれを竹内氏に報告すると、それは困るといわ

れた。どうしたらよいものであろうか」と輿水は窮状

を五十嵐氏に訴えた。

　戦後新しい原始・古代の学習には考古学等による実

証的な歴史学習が必要とされた。北佐久郡教育会では

与良清先生らが中心となって、先人の資料に検討を加

え、八幡先生の「北佐久郡の考古学的調査」に精密な

現地調査を加え、新しい部分的な発掘調査等も加えて

昭和３１年には早くも北佐久郡志第二巻歴史編を完成し

ていた。南佐久郡教育会はまず主要遺跡の発掘調査を

早急に進めその成果の上にたって、新しい歴史学習を

進めようとした。竹内恒氏は郡内考古学会員の出動作

業を督励し、発掘資料の流出をきびしく監視したのだ

ろう。

　当初佐久から栃原岩陰発掘への参加者は、輿水氏と

新村薫、由井茂也氏の３人だけであった。発掘調査の

回を重ねる毎に、そのつど裏方を勤めるのは輿水氏だ

けで、その心労は大変なもので、鈴木誠・小松虔氏も

深い感謝を捧げていた。

※

　昭和４６年６月、八千穂村池の平牧場塩くれ場方面の

林道開発に当たり、永年の表面調査によって旧石器時

代遺跡の存在を確認していた輿水氏は、八千穂村教育

委員を説いて発掘調査にふみきった。自ら調査団長と

なって、発掘資材・調査者の宿泊等一切の設営に当た

り、私財を投じて、森嶋稔氏を指導者に佐久考古学会

有志等によって、塩くれば、トリデロック、湧水地点

の３地籍を調査し佐久地方旧石器文化の解明に貴重な

資料を提供している。

　平成１５年発行八千穂村誌の旧石器時代の項に松沢亜

生氏の詳細な解説が記されている。輿水氏は昭和４７年

２月佐久市長土呂の北近津遺跡同３月には岩村田一本

柳遺跡の発掘調査に参加し、同年１０月には同教委の

根々井餅田遺跡では調査団長に推されている。

　昭和４８年１月肝臓病治療のため東京都豊島病院に入

院、四月退院。同年１２月臼田町三分井上遺跡の発掘調

査に病をおして副団長としてその推進にあたった。

　昭和４９年１月、再度豊島病院に入院、６月小康を得

て退院。

　８月９日、奥様と次女と二人のお孫さんを伴ない、

自身運転して、かつて団長として発掘調査にあたった

池の平塩くれば遺跡の見分に向かい、思い出残る落葉

松林の中で、心臓発作におそわれ眠るが如く逝かれた。

６０才６ケ月の惜しみても余りある死であったが、それ

はりっぱな最後であった。 

　

　竹内先生は、明治３６年佐久市取出に生まれ、野沢中

学、日本大学と進まれ、戦前から臼田・中佐都・青沼

小など、小学校教諭としての道を歩まれた。大沢小学

校の校長などを最後に退職され、その後も近隣の小中

学校の講師などを務められた。先生は青年時代から禅

の研究にもかかわり、参禅もなされていたという。惜

しくも昭和５１年１月２５日に７２歳で帰らぬ人となった。

　先生は昭和初年には小栗擦治先生などとともに郷土

史研究に没頭、退職後は佐久市の文化財調査委員など

もされ、旧中込学校の保存にもかかわられた。

　考古学の分野では、長野県考古学会の設立や佐久考

古学会の設立に尽力され、初代佐久考古学会会長を勤

められるなどした。黒岩忠男、三石延雄、渡辺重義氏

など竹内先生に誘われて、考古学会や発掘調査に加

わった人々も多い。日本考古学協会の会員、信濃史料

刊行会参与でもあった。

　先生は、西一本柳遺跡の団長なども務められたが、

非常に厳格な方で、むやみに遺構に入ったりすると怒

鳴られるようなこともしばしばだった。中道遺跡では

勝手にテントに入ってきた新聞記者が怒鳴りつけられ

たという。

　先生の代表的論文には「蕨手刀を出した南佐久郡臼

田町英田地畑古墳」『信濃』１８�４があり、報告書では

岩村田の東一本柳古墳なども手がけられている。 

佐久考古学会設立に尽力

― 竹内  恒 先生 ―
ゆずる

藤沢平治

竹内先生（中央に立つ人）
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　先日、小諸市の美南ケ丘小学校へ伺った。校長室で

仕事のやり取りをしている際に、ふと壁に目をやると

歴代校長のプレートがかけてあり、懐かしい名前を発

見した。『初代校長　白倉　盛男』（在職Ｓ４１．４．１～Ｓ

４４．３．３１）

　この瞬間、１１年前にお別れした先生の思い出がよみ

がえり、甚だ不謹慎だがしばし仕事のことなど忘れて

しまった。

　

　大の石好き、大の子ども好き、大の発掘好きであっ

た。１９８０年佐久市岩村田北西ノ久保遺跡第２次発掘調

査の調査団長を務められた際の少年考古学教室におい

て、話などそっちのけで騒いでいる子どもたちに対し、

声を裏返して必死で「ナウマンゾウの骨はネ……

フォッサマグナはネ……」と説明を続けられた姿は今

も心に焼き付いている。

　大の酒好きであり、専ら燗をした日本酒を好まれた。

発掘現場の納会では、先頭にたってはしゃぎまくり

「ツーツーレロレロ……」などの艶歌を披露されてい

た。

　

《見ゆるものすべてをつくす発掘も　たどるすべなき

心の影は》　この短歌は前述の発掘調査報告書刊行の

際に後書きと共に贈っていただいた。当時２５歳地域の

弥生社会解明という大それた野望を抱いてこの発掘調

査に対峙した私への熱いメッセージでもあったと思っ

ている。

　

　先生は中込尋常小学校の代用教員になられたのを皮

切りに長年教職にあり、前述の美南ケ丘小学校が最後

の任地であった。在職中に東京文理科大学校に内地留

学し、藤本治義教授の薫陶を受けて地学の見識を深め

られた。退職後は佐久考古学会副会長を昭和５７年から、

このほか、小諸市火山博物館長、佐久市の多くの発掘

調査団長、文化財保護審議委員、市志編纂副委員長な

どを歴任され、地域の歴史文化の高揚に貢献された。

平成３年１月７日ご逝去　享年８０歳であった。 

白倉先生と奥様

石の事なら先生に聞け

― 白倉盛男先生のこと ―

小山岳夫

昭和６２年佐久考古学会総会で

岩崎卓也先生と　瀧の峯古墳群で

木内寛、由井茂也、高村博文氏らと
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　昭和５４年４月２２日、私は初めて佐久の発掘に参加し

ようしていた矢先父を亡くしてしまった。黒岩忠男先

生に出会ったのは、まだ失意から立ち直れずにいたそ

の年の暮れ１２月下旬頃だった。

　場所は、佐久市岩村田の浅麓水道企業団の木造建物

を間借りした当時の文化財整理室、黒岩先生は清水田

遺跡から出土した６世紀代の坩を実測していた。その

時は、恰幅の良い体にトレードマークのベレー帽姿を

拝見して「考古学はやっぱり雰囲気のある人がやって

いる」と妙に感心してしまったことを覚えている。

　

　当時、黒岩先生は臼田町のご自宅からバスで岩村田

まで通って来られた。整理作業が終わってからは、バ

ス停の近くにある飲み屋で親交の深かった武藤金さん

と杯を酌み交わしてから帰路に着かれることが多かっ

たようだ。今、分刻みの生活を強いられている自分を

思うと、当時のゆっくりとした生活の流れこそ人間的

な生き方なのだと思う。

　

　年が明けて昭和５５年、私は佐久考古学会に入会させ

ていただき、しばしば東京から帰省しては佐久の発掘

調査に参加するようになった。羽毛田伸博さん、林幸

彦さん、堤隆君という先輩・友達ができ、お金がない

にもかかわらず、しょっちゅう飲み歩いていた。ある

時は黒岩先生行きつけの店に寄り込み、「オレは先生

の息子だ」と嘘をつき、借金までして飲んでしまった。

若気の至りとはいえ、天国に向かってお詫びしたい。

　

　先生は２４歳から教鞭をとり、昭和４８年小諸市坂之上

小学校で教員生活を終えられた。退職後は、考古学、

発掘調査に全力投球で佐久埋蔵文化財センターのほと

んどの発掘調査団長を務められた。また、長年佐久考

古学会副会長として会の重石となられた。当時は例会

を毎月行い活発な活動を展開していたが、黒岩先生が

欠席することはほとんどなかった。会の顔であった。

やさしい人柄でその存在が私たちを安心させた。平成

３年６月１３日ご逝去。享年７７歳。

　下の写真は昭和６２年の総会である。先生がいた当時

はこんなに盛況だったのだ。いつの日かこの活気を取

り戻さなければならない。それが先生へのご恩返しと

思っている。 

昭和６２年佐久考古学会総会

ベレー帽で発掘調査

― 黒岩忠男先生のこと ―

小山岳夫

大深山遺跡で（昭和５３年）

後沢遺跡のトレンチ調査

女衆と肩を組んで（後沢遺跡）



― 7 ―

　

　森嶋先生は、埴科郡戸倉町（現千曲市）にお住まい

で、小諸市坂の上小学校に在職されたことがあり、昭

和４５年の佐久考古学会設立当初から本学会の諸活動に

深く関与されてきた。

　設立当時は研究担当幹事を務め、農閑期の月例会に

は自ら講師となっての学習会が開催された。臼田町の

咲電気株式会社（故輿水利雄会員経営）の一室で、土

器の型式や石器の種類などについて教えをいただいた

のが、先生との初めての出会いである。

　先生とはその後、私の学生時代はもちろんのこと、

社会人となり教職に就きながらも埋蔵文化財に携わる

中で、公私にわたりご指導ご助言をいただいてきた。

　佐久における先生の功績は、会員の考古学研究の向

上に寄与されたほか、儘田遺跡（佐久市野沢）・池の

平遺跡（八千穂村池の平）・西近津遺跡（佐久市長土呂）・

山犬穴洞穴（御代田町塩野）・県遺跡（軽井沢町長倉）・

下吹上遺跡（望月町協和）・丸山遺跡（北御牧村、現

東御市下の城）・犬飼遺跡（望月町茂田井）など、昭

和４５年から５３年頃にかけて行われた数多くの発掘調査

で調査担当者や調査団長を務め、陣頭指揮を執られた

ことである。その後、市町村の教育委員会が発掘調査

を担当できる専門職員を採用するようになってからも、

指導者として佐久の考古学研究や遺跡の保存運動の推

進、埋蔵文化財行政の充実に貢献されてきた。

　後に長野県考古学会会長に就任されてからも全県的

な視野に立ち、阿久遺跡（原村）や矢出川遺跡（南牧

村）などの保存と史跡指定に尽力されたことは、多く

の会員が知るところである。

　森嶋先生は、戸倉のご自宅を「千曲川水系古代文化

研究所」として解放し、考古学を志す多くの若手研究

者を育成されてきた。私も友人たちと何度もお邪魔し

ては、学問や教育の話を情熱的に語る先生に導いてい

ただいた。

　先生はいつも私たちを温かく迎え入れてくださり、

奥様の心のこもった挽きたてのコーヒーとニラせんべ

いの味は今でも忘れられない。先生は、その存在感あ

ふれるお姿からも印象付けられるように、既成の枠に

はめようとしない独特の「森嶋哲学」ともいうべき見

方・考え方をされていたように思う。数多い「森嶋語

録」を紐解くと、「研究人、職業人、家庭人として完

たるべし。」と悟らされることが多々あったが、先生は

まさにその実践者だった。「前向きなんてなまぬるい。

前のめりに生きろ。」は、困難に出会った時の私を今で

も力強く励ましてくれている。

　先生が酒席の閉めには必ずといっていいほど披露さ

れていた、♪花も嵐も踏み越えて行くが男の生きる途、

泣いてくれるなほろほろ鳥よ、月の比叡を独り行く

……「旅の夜風」のメロディーが、心懐かしい。

 　　　　　　　　 （１９９６年６月１６日逝去　享年６６歳） 

野辺山中ッ原５Ｂ地点で石器を観察する森嶋先生（右は森山公一氏）

前向きなんて甘い、　

　　前のめりに生きろ

― 森嶋 稔先生のこと ―

臼田武正
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　私は自分の不甲斐なさを多くの人たちに助けられ支

えられて生きている。武藤さんには数え切れないほど

救われている。つくづく私は幸せ者だと思う。

　「林君、今夜いいか？　中込へ飲みに行かねえかい？」

ついて行った行きつけの蕎麦屋で、先ず第一声「林君、

其処へ座れ」正座した私に「皆の思いを伝える。」と言っ

て、遺跡調査団の人々の様々な現場での思いを話して

くれた。その間１０分間。そして、「さあ、飲まざあ。」

自分では、周りの意見や気持ちを理解していたつもり

だし、調査の進め方なども全体の理解が得られていた

と思っていたので、動揺した。その晩は例によって、

私はしとどに飲んだ。

　次の日から調査の方法を具体的にし、作業の手順、

人の配置、声のかけ方、立ちのタイミング等できると

ころから改善を試みた。直接私や仲間に言えない希望

や不満が、武藤さんというクッションを経由して伝

わった。不満やトラブルが大きな膿とならずに、遺跡

の調査が進められた大きな要因であった。

　遺跡の調査が始まるとどの現場にも真っ先自転車で

駆けつけてくれ、薪を燃やし薬缶にお湯を沸かしなが

ら、作業協力者の皆さんにあちこちの遺跡の話しやら

発掘用語などを聞かせていてくれた。驚いたのは、ど

この地区の現場に行っても、付近の農家のおじさんお

ばさんと顔見知りの様子で会話をしていることである。

おかげで調査団の無礼や粗相が重大事とならずに済ん

だんだことが多々ある。

　「博物館が欲しい」が口癖だった。武藤さんは、埋蔵

文化財が市民権を得るために、多くの角度から実践を

された。「戯言」という一文にその思いがこもっている。

展示会をやらざあ。と、現場の調査が終わるや否や展

示会を催促された。浅間会館や旧中込学校で「佐久の

郷土を知ろう」が実現し、訪れた人々ににこやかに嬉

しそうに説明されていた。子供たちに文化財に接する

機会をと「少年考古学教室」、今年で２５回を数えた。武

藤さんの思いを継続していきたい。

　岸野の石附遺跡、昭和５４年武藤さんにお願いし国道

２５４号バイパス予定地内の事前踏査にご同行いただい

た。小金平遺跡で縄文前期の土器片を表採し、この遺

跡だけかなと話しながら、石附川越しに相浜田んぼが

見渡せる急斜面で一服した。斜面の桑畑から武藤さん

が須恵器を見つけた。私も数片見つけた。須恵器だけ

だった。こんな斜面に住居址ではあるまいに。と思っ

た。武藤さんが言った。窯じゃあねえか。昭和５６年の

早春、佐久地方で最古の須恵器窯址と未だに次なる遺

構の検出がない木炭窯址が発見された。

　武藤さんが、「このくに拾えた。集落でもあるじゃ

ねえか。」といって、家の離れから弥生の土器片を持ち

出した。「あんな斜面にありっこうねえ。」私は思っ

た。」平賀の後家山遺跡、武藤さんが眠る上方で、平

成１４年７０軒の弥生時代後期集落と中期の環濠集落、曲

柄装着平鍬と鉄釧と多量のガラス小玉が見つかった。

冬季後沢遺跡の調査が一時中断し、腰の痛みやいく末

の不安で部屋で悶々としていた時一通の封書が届いた。

「林君、孤掌鳴らし難し。後閉山」とだけ書いてあっ

た。山ほどの教えをいただきながら、今の自分を見る

と、ネズミ色のコ－トに黒いナップザックをしょって、

胸を張って頭にやっとこ手拭いを引っ掛けた武藤さん

に「何やってるんだ。独りよがりじゃ何もできっこね

えぞ」と叱咤されるような気がする。 

上桜井北遺跡での金さん

「孤掌鳴らし難し  後閉山」

― 武藤 金さんの思い出 ―

林　幸彦

後沢遺跡の昼寝
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　文学青年だった三石延雄氏は、書物や耕作時の畑か

ら出土する土器片や石器を見て考古学に興味をもった。

昭和初年のころは考古学に関する書物も少なく、まし

て発掘調査の情報などは極めて少ない時代でもあった。

　その後、青年時代からの夢であった考古学の世界に

足を踏み入れることができたのは、５９歳になってから

である。チャンスというものは、ふとしたきっかけか

ら訪れるものである。

　昭和４６年１月２４日、佐久史談会が野沢会館で開かれ

た折、たまたま竹内恒氏の隣の席に座り、考古学の話

をしたのである。その４ケ月後、思いがけず竹内氏か

ら一本柳古墳の発掘調査への誘いの手紙が届いた。こ

の発掘調査で出会ったのが、武藤金・白倉盛雄・佐藤

敏氏、さらに、井上行雄・渡辺重義・土屋長久氏であ

り、以後、佐久考古学会の仲間としてともに歩んでい

くことになったのである。

　初めて発掘調査に参加した昭和４６年は、八千穂村の

池の平遺跡・佐久市西近津遺跡などの調査に加わり、

翌年は、北近津遺跡・北一本柳遺跡の調査に積極的に

参加した。それ以後は、佐久市をはじめとする町村の

発掘調査には常連として参加し、貢献している。また、

膝を痛め歩行困難になるまで、地元臼田町の発掘調査

では、１０を数える遺跡の調査団長を勤められた。

　三石延雄氏のお人柄は、後沢遺跡の発掘調査でとも

に調査をしていた國學院の学生たちが、「噛めば噛む

ほど味のあるスルメのような人」と表現したがまさに

人柄をよくとらえている。いつも一歩さがって静かに

全体を見回すという謙虚な態度を持ち合わせていた。

また、研究心が強く、発掘調査では土の色の変化や覆

土の固さなどを注意深く観察しながら掘り、常に自己

に問いかけながら作業をすすめていた。家では弥生時

代の赤い土器の実験をしたり、竪穴住居の柱が何年位

腐らないでもつかなどの実験もナラの木を土に埋めて

試していた。さらに、自分の生まれ育った入沢の地を

丹念にくまなく歩いて表面採集を行い、数多くの遺

跡・山城などを発見している。

　お酒が入ると言葉数も多くなり、おはこの黒田節の

踊りが始まるのである。表情豊かにまるで歌舞伎役者

のごとく踊るのが特徴でもあった。
　

　　　肩をくみ皆で歌いしパーティの

　　　　　　あの楽しさは今も忘れず

　　　汗にまみれ土にまみれて遺跡掘る

　　　　　　若き人らのすがた尊し

 　　　　（昭和４８年、上の城遺跡の調査の思い出から）
　

　７０歳を過ぎてから始めた俳句は、文学青年だったこ

ろの素地もあって、めきめきとその頭角を現し、たち

まちのうちに俳句誌『麦草』の同人となった。主宰者

の佐々木春蔵氏は、「飾ったりしない素直な詠みが良

い」と評している。
　

　　　なでしこや縄文の人ら住みし丘

　　　土器片は何を語るか赤のまま

　　　遺跡掘るかたへに零余子ころげをり

　　　掘り終えし遺跡の台地秋深む
　

　下の写真は、『八ヶ岳縄文時代再現』でひげをのばし

て縄文人に扮装したときのものである。若きころは役

者志望でもあったというだけに、豊穣の祈りを捧げる

様子は、縄文人そのものになり切っていた。

　家族の理解もあり、自分の好きなことを思う存分学

べた６０代から７０代までの生き方は、三石延雄氏にとっ

ては幸せな時であったと思う。

　小さなことでもコツコツと実験を通して研究を続け

た三石延雄氏の精神は尊い。 

井戸尻遺跡収穫祭での三石延雄さん

地道な研究の積み重ね

― 三石延雄さんのこと ―

島田恵子
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　浅間病院の窓から西南を眺めるとそこは北西ノ久保

遺跡、お元気になられたらまた発掘現場でお会いしま

しょうと、私は森泉さんに声をかけ、病室を出た。定

勝さんとの会話はこれで最後になってしまった。

　森泉さんは「下前田原古墳の発掘に参加してみない

かと誘われ、６０の手習いとは思ったが以前から考古学

に興味があったので」発掘調査にかかわることにした

という。いつか定勝さんに聞いてみたことがあるが、

「やはり古墳の調査がいちばん面白い」といっていた。

確かに狭い石室内でもいきいきと精査をされていた。

　武藤金・三石延雄・井上行雄さんとともに、佐久の

発掘現場は森泉さんのお力によって支えられていた。

武藤金さんが遠山の金さんならば、さしずめ定勝さん

はひげの似合うご老公、発言には威厳があった。一本

気で気   風
きっ

   がよく、曲がったことは大嫌いだった。
ぷ

　「和」という意味で、当時の発掘現場をみるとき、そ

こには家父長制の構図が働いていた。武藤さんや森泉

さんといった長老層―木内さんや藤沢先生などの中堅

層―林さんたち現場担当の青年層―小山さんや私など

の学生層、また実作業に携わるおばさん達がいて、そ

れぞれ悩みや不満、そして希望を抱えていた。森泉さ

んや武藤さんなど長老がそのさまざまな思いをうまく

受けとめて下さっていた。今の発掘現場は、そうした

家父長がいなくなり、寂しい限りだ。

　私も岩村田に住んでいるので、今でも時々定勝さん

の旧宅の前を通り過ぎることがある。クミアイの帽子

をかぶり、スーパーカブに乗って現場に駆けつけてき

た気風のよい定勝さんを懐かしく思い出したりもする。

 　　　　　　　 （昭和６０年７月２２日逝去　享年７９歳） 

　いつも発掘機材に細かな手入れをほどこし、現場に

は自分の軽トラにその機材を満載して駆けつける。ど

んなときもニコニコ。そんなことを懐かしく思い出す。

　大井今朝太さんが、８７歳でご逝去されたのは９８年１２

月、だからもう６年も前のことになる。

　私が大井今朝太さんとはじめてあったのは、確か大

学１年の時、佐久市周防畑Ｂ遺跡の発掘現場であった。

もう四半世紀も前のことだ。現在、この場所は新幹線

佐久平駅の北側にあたり、かつての水田風景など想像

できないような新興地になってしまった。

　今、佐久市の発掘調査がどのように行われているか

はまったく知らないが、あの頃はキツイ現場が多かっ

た。周防畑Ｂ遺跡も圃場整備事業の期限に追われ、大

井さんも私も泥だらけになって発掘した。それが終わ

ると今度は舞台場遺跡の発掘が待っていた。

　昭和５７（１９８２）年１月、寒風吹きすさぶ御代田町宮

平の発掘現場では、かじかむ手、凍てついた土を大井

さんらしい慎重さで掘り進める様子が印象的だった。

　大井さんは、昭和５９年、私が就職してはじめて担当

し、右も左もわからなかった現場、御代田町野火付遺

跡の調査も強力にバックアップしてくださった。大井

さんは少し耳が遠かったらしく、いつも話しかけると

大きな耳に右手をあて、聞こえやすくして、「ハぁ、そ

うでヤスか」というのが口癖だった。

　おそらく今の発掘は作業員さんを使いビジネスライ

クに進行しているのだろうが、あの頃は佐久考古学会

のおじさんたちというか、元老が現場をまとめていて、

考古学会にも活気があった。開発側が少々寝言をいっ

ても、一喝してしまうような威厳を、元老の方々はお

持ちだった。

　これも今ではありえないのだが、現場のお昼には茶

わん酒をよく飲んだ。そして発掘の期限が迫っていた

が、酔ったため２時まで昼寝をすることもあった。思

えばのんびりともした良き時代であった。そんな中で

も大井今朝太さんはまったく酒は飲まない。新聞紙で

くるんだアルマイトの弁当箱をとりだし、だまってた

べていた。

　裏の機材テントには、大井さんによってピカピカに

整備された発掘用具がその出番を待っていた。 周防畑Ｂ遺跡で（左から、森泉、井上、林、大井）

一本気な親
ひ

    父 
と

― 森泉定勝さんのこと ―

堤　　隆

軽トラに機材満載

― 大井今朝太さんのこと ―

堤　　隆
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　紺のジャンバーに白ヘルメット姿でバイクを飛ばし、

電報配達の傍ら時々発掘現場に立ち寄っては「ご苦労

さん。どうだい、出ているかい。」と気軽に声をかけ、

発掘に従事している私たちを励ましてくれた佐藤さん。

本名「さとし」さんであるが、「ビン」さんの愛称で

親しまれていた。

　佐藤さんは、佐久考古学会が設立されてまもなく、

昭和４８年に一時期、自宅に事務局を置いて連絡・会計

担当幹事として活躍したことがある。また、長野県考

古学会の東信地区幹事を歴任し、県の学会活動との連

携役も担っていた。お忙しい仕事の合間をぬって、佐

久市を中心とした発掘調査に参加することも多く、当

時は小学生だった息子さんを連れ立っては度々発掘現

場に顔を出されていたことが思い出される。

　創刊してまもなくの『佐久考古通信』冒頭に、佐藤

さん執筆による「上州路への紀行」と題する一文が寄

せられていたので、改めて拝読してみた。内容は、当

時佐久市教育委員会社会教育課に勤め発掘調査を担当

していた高村博文会員からの連絡要請により、常田地

籍の家地頭古墳から発掘出土した埴輪の比較鑑定のた

め、群馬県立博物館へ関係者と同行した時の様子が記

されている。それによると、出発前日の急な連絡で

あったが群馬行きの趣旨を聞くや風邪気味の頭痛も

吹っ飛んでしまい参加をお願いしたとあり、佐藤さん

の研究心の旺盛さを知ることができる。また、記述の

大半を吉井町で見学した「多胡碑」の形状や銘文の解

釈に当ててあり、文字資料・文献資料の類にも強い関

心を持っていたことがうかがえる。

　そう言えば、佐藤さんのご自宅に何度も寄せていた

だいたことがあるが、話題は考古学に関したことから

歴史全般と広がり、中でも地元岩村田の吉沢孝謙が著

した『四隣譚草』や三塚の瀬下敬忠が著した『千曲之

真砂』など江戸時代の歴史書について解説をお聞きす

ることが多かった。ある時、「臼田君、君の家のご先祖

様の中に蘭学を学んで香川周伯と名乗り、今の臼田町

で開業していたという医者がいたことを知ってるか

い。」と尋ねられ、心当たりがまったくないでいると、

「お墓にその人の石塔があるはずだから探してみると

いい。」と言われ、早速墓地に出向いて見たら確かに

あって、大きな驚きを覚えたことがある。

　佐藤さんは、病で長らく自宅療養することになった

が、それまでは、野辺山の矢出川遺跡群総合調査や臼

田町・佐久町など主に南佐久郡内の発掘調査に精力的

に参加され、報告書では歴史的環境に関しての分担執

筆もされてきた。歴史研究を通して郷土を愛し続けた

博識の佐藤さんから学んだことを大切にし、広い視野

から地域の歴史を見直してみたいと思う。

 　　　　　　　　 （１９９７年１０月１９日逝去　享年６９歳） 

静岡への考古学会研修旅行で

バイクで現場に　　

かけつけたビンさん

― 佐藤 敏さんの思い出 ―

臼田武正

細田遺跡の調査で

家地頭１号墳で（後列右端が敏さん）
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　佐久考古学会を長年支えてこられた由井明さんが本

年８月１６日、９２歳でご逝去されました。謹んでご冥福

をお祈りいたします。

　佐久考古学会例会にも小海線に乗って駆けつけられ、

佐久の発掘現場でも頼もしい由井さんの姿がみられました。

　由井さんは、日本で旧石器時代の遺跡が確認される

はるか昔、大正年間から石器を拾い続けてこられまし

た。小学校の帰り道、同級生から、バッパ（馬場平）

に変わった格好をした石がある、細長い石で杣人が

削ったような形のものだということを聞いて、拾い始

めたということです。そのころは１時間もすると２０個

程度は拾えたといいます。石器類は学校にもってゆき、

学校には石油缶７個分ほども石器があったそうです。

　また、由井さんは矢出川南遺跡の細石器なども数多

く保管してこられ、佐久地方を代表する石器群として、

重要な資料となっています。

　佐久地方の旧石器研究に貢献されてきた由井明さん、

どうぞ安らかにお眠りください。合掌。

　『氷河期を生抜いた狩人　矢出川遺跡』が刊行となり

ました。氷河期の末、細石刃を用いて人々が暮らして

いた１万数千年前の矢出川遺跡の物語です。

　矢出川の人々が使った細石刃の機能、仕留めた獲物、

当時の古環境、移動生活の実態、黒曜石資源やその他

石材資源の利用などを、豊富なカラー図版をもとにわ

かりやすく語っています。

　ごらんいただけると嬉しいです。 　　　 （著者より）

　新泉社刊　９４頁　税抜き価格１，５００円

　六一書房に電話すると送ってくれます。送料実費。

　� ０３�５２８１�６１６１

♪　編集後記　♪

　佐久の考古学を支えた先達の皆さんの特集となった。

懐かしい方々の現場での顔が浮かぶ。また、訃報をお

知らせした由井明さんも佐久の考古学を担ってきたお

一人であった。その皆さんが現役の頃は、会の活動に

も活気があった。多くの人々が例会に集った。いまで

は会の活動も寂しい限りである。

　そんな中、由井茂也さんが１００歳を迎えられること

はまことに喜ばしい。日本でも最高齢の考古学者のお

一人だろう。捏造事件など暗い話題が多かったなかで、

真の地域研究、考古学研究の何たるかを身をもって教

えてくれている。 　　　　　　　　　　　　　 （耀石）
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